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ノート注釈
■■画用紙で作るソノシートプレイヤー■■

B4画用紙(515mm x 364mm)を用意し、短辺を半分にする線で分割して、タテ515mm・ヨコ182mmの台紙を用意してください。
プリンタを使い、このPDFを上記の台紙に当倍で印刷してください。
当倍に印刷する方法は、お手持ちのプリンタのマニュアルを参照してください。一般的には、ユーザー定義用紙としてタテ515mm・ヨコ182mmを指定し、拡大縮小なしとすればいいはずです。

図面の線全てを縁まで印刷することはできないかもしれませんが、その場合は、定規と鉛筆を使い、印刷された範囲の線をそのまま直線として延長してください。

■１■台紙の加工

図面にある各種の線・図形の意味は以下の通りです。
カッターナイフと定規を使って加工してください。

・黒実線は切り離し
・青点線は谷折
・緑点線は山折
・グレーの範囲は、輪郭の黒線で切って取り去る

・赤実線は、おおよその虫ピンの取り付け位置

なお、オレンジの点(四隅)は、紙の各辺から10mm内側を示します。印刷結果の位置確認に利用してください。
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■２■虫ピンの取り付け

赤実線は、おおよその虫ピンの位置です。
2箇所の黒点を縫うようにして取り付けます。

まず、印刷面のA点に向けて裏側から虫ピンを突き刺します。
次に、台紙を軽く丸めながら、印刷面から裏側へ向けてB点に突き刺します。

虫ピンの先端は適当な長さ(2～3mmほど)紙の縁から突き出すようにします。最適な位置は、ソノシートの再生を試して適宜調整してください。長く突き出すと再生音量が減ります。
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■３■ソノシートの軸の組み立て

黒(太)実線で軸部品を切り出し、青点線を谷折、緑点線を山折にします。
C面がD面の下に重なるよう三角柱にして、足が三方に開いた形にしてください。
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■４■ソノシートの軸の取り付け

三角の穴(E)に、[３]で組み立てた軸を取り付けます。
裏から表に向けて三角柱の部分を貫通させます。足は、台紙に密着させます。セロテープなどで台紙に留めてもいいかもしれません。
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■５■ソノシートの再生

ソノシートを、その穴が軸を通るよう台紙に置き、虫ピンがソノシートの外周の溝に触れるようセットします。
その際、ブレ留めの部品(F)を垂直に立てておき、スリット(G)に差し込みます。虫ピンがソノシートの適切な位置に載っていれば再生準備完了です。
片手で台紙の手前を押さえながら、片手でディスクを時計回りに回転させてください。虫ピンの付いた面が鳴り始めます。

もし針飛びが起きたら、おそらく折りが十分でないためです。
台紙の各面の間の谷折部をもう一度しっかり折って、再度試してください。


